
２
０
２
４
―

月
　
海
外
種
雄
牛
評
価

首
位「
ク
ラ
ツ
シ
ヤ
ー
」

都
府
県
登
録
、引
き
続
き
低
調

日
ホ
協
　

第
３
２
６
回
理
事
会
開
く

都
府
県
会
員
は
前
年
比


％
、血
統
は

％

新
Ｎ
Ｔ
Ｐ
制
定
や

疾
病
デ
ー
タ
拡
充

第

回
全
共
で
　
　

高
校
日
本
一
決
定
も

新
た
な
遺
伝
病
Ｍ
Ｗ

１
月
か
ら
検
査
開
始
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前田会長

　
（
独
）
家
畜
改
良
セ
ン
タ

ー
か
ら

月
３
日
に
海
外
種

雄
牛
の
２
０
２
４
―

月
国

際
評
価
が
公
表
さ
れ
た
。

　
今
回
の
１
位
は
ク
ラ
ツ
シ

ヤ
ー
（
カ
ル
バ
リ
ー
×
レ
ジ

エ
ン
ダ
リ
ー
）
が
前
回

位

か
ら
獲
得
し
た
。
産
乳
成
分

が
高
く
、
特
に
乳
脂
肪
量
は

表
中
２
位
と
な
っ
て
い
る
。

　
２
位
は
前
回
と
同
じ
く
ド

イ
ツ
の
グ
ラ
デ
イ
ウ
ス
（
ガ

ジ
ー
ボ
ー
×
ス
ー
パ
ー
ヒ
ー

ロ
ー
）
が
ラ
ン
ク
イ
ン
。
乳

量
、
乳
蛋
白
質
量
が
特
に
高

く
、
耐
久
性
成
分
や
体
細
胞

ス
コ
ア
に
も
秀
で
て
い
る
。

３
位
は
前
回

位
だ
っ
た
ト

ウ
ル
ー
パ
ー
（
レ
ネ
ゲ
ー
ド

×
レ
ジ
エ
ン
ダ
リ
ー
）
が
大

き
く
順
位
を
上
げ
た
。
耐
久

性
成
分
の
ほ
か
、
決
定
得
点

は
じ
め
乳
器
、
肢
蹄
な
ど
、

体
型
面
に
優
れ
た
種
雄
牛
で

あ
る
。

　
新
規
牛
は

位
シ
ン
バ
、


位
カ
ツ
ト
の
２
頭
で
あ
っ

た
。
ト
ッ
プ

の
中
で
父
牛

別
に
見
る
と
、ア
チ
ー
バ
ー
、

ビ
リ
ー
、
マ
リ
ウ
ス
、
メ
ド

レ
ー
、
レ
ネ
ゲ
ー
ド
、
ギ
ヤ

ラ
ン
テ
イ
ー
が
各
２
頭
と
偏

り
が
少
な
く
、
母
方
祖
父
牛

別
で
は
ジ
エ
ダ
イ
が
４
頭
、

ル
ビ
コ
ン
、
デ
ル
タ
、
デ
ユ

ー
ク
、
ア
ル
タ
ト
ツ
プ
シ
ヨ

ツ
ト
、
マ
タ
ー
ズ
、
レ
ジ
エ

ン
ダ
リ
ー
が
各
２
頭
と
い
う

結
果
と
な
っ
た
。

　
日
本
ホ
ル
協
は

月


日
、
第
３
２
６
回
理
事
会
を

開
催
し
、
令
和
６
年
度
中
間

事
業
並
び
に
中
間
決
算
等
の

報
告
と
、
来
年
５
月
の
任
期

満
了
に
伴
う
社
員
選
挙
の
地

域
別
定
数
配
分
と
選
挙
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
第

回

全
日
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

会
規
則
の
一
部
変
更
、
新
し

い
遺
伝
病
「
早
発
性
筋
肉
低

下
症
候
群
」
の
遺
伝
子
型
調

査
等
に
つ
い
て
協
議
し
、
す

べ
て
の
事
項
に
つ
い
て
原
案

ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

　
冒
頭
、前
田
勉
会
長
か
ら
、

円
安
に
よ
る
飼
料
等
生
産
資

材
価
格
の
高
騰
、
生
乳
の
生

産
抑
制
、
子
牛
価
格
の
下
落

等
で
酪
農
経
営
は
な
お
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
ホ

ル
ス
タ
イ
ン
の
登
録
も
こ
の

影
響
を
受
け
て
、
今
年
度
前

期
は
血
統
登
録
や
体
型
審
査

等
は
低
調
で
あ
る
。
後
期
に

向
け
て
、
審
査
委
員
等
に
よ

る
現
場
で
の
自
動
登
録
加
入

推
進
を
は
じ
め
牛
群
審
査
や

ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
評
価
に
必
要
な

Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
の
普
及
拡
大
を

図
り
た
い
と
挨
拶
し
た
。

　
ま
た
、
来
賓
と
し
て
農
林

水
産
省
畜
産
振
興
課
の
松
永

知
美
課
長
補
佐
か
ら
は
、
来

年
３
月
の
家
畜
改
良
増
殖
目

標
見
直
し
に
向
け
て
、
乳
用

牛
で
は
繁
殖
や
乳
量
、
疾
病

抵
抗
性
の
改
良
推
進
の
検
討

を
開
始
し
た
。
ま
た
、
ラ
ン

ピ
ー
ス
キ
ン
病
の
国
内
感
染

状
況
と
そ
の
対
策
に
努
め
る

等
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

　
中
間
事
業
概
況
で
は
、
本

年

月
末
ま
で
の
都
府
県
に

お
け
る
会
員
申
込
は
２
６
３

８
名
で
前
年
同
期
比

％
、

血
統
登
録
申
込
頭
数
は
１
万

９
５
４
８
頭
で
同

％
で
低

調
だ
が
、
北
海
道
は
９
万
９

３
３
５
頭
で
前
年
並
み
の
実

績
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
本
年
９
月
末
ま
で

の
前
期
決
算
で
、
本
局
の
一

般
会
計
は
会
費
や
血
統
登

録
、
審
査
成
績
証
明
等
の
大

幅
減
収
と
な
り
、
会
館
特
別

会
計
か
ら
繰
入
金
の
増
額
に

よ
っ
て
４
０
４
９
万
円
の
黒

字
決
算
と
し
た
が
、
会
館
特

別
会
計
は
１
５
５
３
万
円
の

赤
字
決
算
に
な
っ
た
。一
方
、

北
海
道
支
局
は
血
統
登
録
料

や
審
査
成
績
証
明
料
は
前
年

並
み
、
遺
伝
子
型
調
査
で
は

新
設
の
牛
ベ
ー
タ
カ
ゼ
イ
ン

判
定
（
Ａ
２
）
等
の
伸
び
に

よ
り
、
全
体
で
４
０
０
１
万

円
の
黒
字
決
算
に
な
っ
た
。

　
Ｓ
Ｎ
Ｐ
検
査
実
施
農
家
に

対
し
て
Ｗ
ｅ
ｂ
上
で
情
報
提

供
し
て
い
る
「
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク

情
報
利
活
用
シ
ス
テ
ム
（
Ｇ

ｅ
ｎ
Ｉ
Ｕ
Ｓ
・
ジ
ー
ニ
ア

ス
）
」
は
好
評
で
利
用
が
広

が
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
度
か
ら
開
始

し
た
Ｊ
Ｒ
Ａ
畜
産
振
興
事
業

「
乳
用
牛
ゲ
ノ
ミ
ッ
ク
選
抜

の
推
進
強
化
研
究
事
業
」
で

は
前
年
度
よ
り
２
県
多
い
７

道
県
の
家
畜
共
済
組
合
か

ら
、
酪
農
家
の
同
意
の
下
、

疾
病
デ
ー
タ
の
収
集
拡
充
を

図
っ
た
。
そ
の
ほ
か
、
後
代

検
定
種
雄
牛
の
初
産
娘
牛
体

型
調
査
や
家
畜
改
良
セ
ン
タ

ー
が
計
算
公
表
し
て
い
る
乳

用
牛
遺
伝
能
力
評
価
の
た
め

の
泌
乳
能
力
並
び
に
体
型
デ

ー
タ
の
血
縁
構
築
等
の
実
施

状
況
を
報
告
。

　
ま
た
、
家
畜
改
良
関
係
５

団
体
で
構
成
す
る
乳
用
牛
改

良
推
進
協
議
会
に
参
画
し

て
、
新
た
な
Ｎ
Ｔ
Ｐ
２
０
２

４
を
制
定
し
た
。

　
令
和
６
年
度
地
区
別
登
録

委
員
研
修
会
は
都
府
県
５
ブ

ロ
ッ
ク
で
開
催
し
、
延
べ
１

４
２
名
が
出
席
し
て
、
「
新

Ｎ
Ｔ
Ｐ
と
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
ー
ビ

ス
」
の
講
演
と
登
録
関
係
の

事
務
研
修
、
教
材
牛
を
使
っ

た
審
査
研
修
を
２
日
間
に
わ

た
り
行
っ
た
。

　
第

回
全
共
関
係
で
は
、

現
在
ま
で
の
開
催
準
備
進
捗

状
況
を
報
告
し
、
協
議
事
項

で
は
全
共
欠
場
県
の
受
理
と

そ
の
出
品
割
当
頭
数
の
再
配

分
、

月

、

日
の
審
査

開
始
時
間
を

分
繰
り
上
げ

て
午
前
８
時
か
ら
開
始
す

る
。
衛
生
対
策
要
領
で
は
ワ

ク
チ
ン
等
の
注
釈
説
明
を
分

か
り
や
す
く
整
備
し
、
高
等

学
校
か
ら
の
出
品
奨
励
策
の

一
環
と
し
て
高
校
出
品
牛
の

中
か
ら
経
産
・
未
経
産
の
高

校
日
本
一
決
定
審
査
を
新
設

す
る
等
に
つ
い
て
概
ね
原
案

通
り
承
認
さ
れ
た
。

　
日
本
ホ
ル
協
は
、
令
和
７

年
１
月
か
ら
新
た
な
遺
伝
病

「
早
発
性
筋
力
低
下
症
候
群

（
Ｍ
Ｗ
）」判
定
の
た
め
の
遺

伝
子
型
調
査
を
開
始
す
る
こ

と
で
関
連
要
項
を
改
正
し

た
。
Ｍ
Ｗ
は
常
染
色
体
の
潜

性（
劣
性
）遺
伝
に
よ
り
、
生

後
１
か
月
以
内
に
発
現
し
筋

力
が
低
下
し
て
起
立
困
難
等

の
運
動
障
害
と
発
育
不
良
を

起
こ
す
が
致
死
性
は
低
い
。

治
療
方
法
は
現
在
不
明
。

　
Ｍ
Ｗ
の
潜
性
遺
伝
子
を
持

つ
種
雄
牛
は
米
国
ホ
ル
ス
タ

イ
ン
協
会
の
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

で
公
開
さ
れ
て
い
る
が
、
既

に
日
本
に
輸
入
さ
れ
供
用
し

て
い
る
も
の
も
あ
り
、
国
内

で
も
Ｍ
Ｗ
遺
伝
子（
ヘ
テ
ロ
）

を
持
つ
国
産
種
雄
牛
や
雌
牛

が
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
を
明
ら
か
に
し

て
、
交
配
種
雄
牛
の
選
定
に

役
立
て
る
と
し
て
、
来
年
１

月
１
日
か
ら
遺
伝
子
型
調
査

の
受
付
を
開
始
す
る
。


